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1. はじめに

  カーボンフットプリント(CFP)とは、製品やサービ

スの原料・製造・輸送・消費・廃棄の全過程で発生す

る温室効果ガスの量を二酸化炭素（CO2）の量に換算し

て、ラベル付けする社会的な仕組みである
1)
。現在、

日本で展開されている CFP の取組みは、カーボンフッ

トプリントコミュニケーションプログラム（CFP プロ

グラム）、コープさっぽろの食品 CFP の取組み等があ

る。現在の CFP の取組には以下の問題がある。

(1) CFP が公開されている商品の数が少ない。2015 年

12 月の時点で、CFP プログラムでは 1153 品の商品

を公開し、127 品を CFP 対象製品としている。

(2) CFP の認知度が低い。筆者らが 2014 年 9 月と 2015

年 8 月に札幌においてアンケート調査した結果

CFP を知っている一般消費者は 14%であった
2)
。

(3) CFP の大きさを把握しにくい。CFP の大きさの基

準がない。また、CFP 計算されている商品が少ない

ため、CFP の大小を相対的に評価しにくい。

これらの問題は相互に関連している。これらの問題の

中で、CFP が計算された商品数が多くなるならば、CFP

の認知度の向上、CFP の大小の商品間比較が可能にな

ると考えられる。

一方、現代は商品に関する情報が多量にウェブに公

開されている。このようなウェブに公開されている情

報から CFP を推定できるようになると、メーカーに直

接頼らずに、商品の CFP を求められるようになる可能

性がある。本研究では、テキストマイニングを用いて、

ウェブに公開されているデータを使って、商品の CFP

の範囲を計算する方法を提案する。

2. 推定方法の概要

 図 1 にテキストマイニングを用いた CFP の推定方

法の概略を示す。本手法はウェブからデータを収集す

る部分と CFP を計算する部分からなる。ウェブから収

集するデータは商品の原材料データ、原材料産地デー

タ、生産データである。本手法でウェブから収集され

るデータには、オープンデータベースとして統一した

表現形式に整理されているデータと、一般のウェブサ

イトにおいて公開されているテキストデータがある。

オープンデータベースから取得したデータは整理され

たデータのため、直接 CFP の計算に容易に使用できる。

一方、一般のウェブサイトに公開されているテキスト

図 1 テキストマイニングを用いた CFP の推定方法

データは、表現がウェブサイト毎に異なるため、直接

使用できない。そこで、著者らは、一般のウェブサイ

トから CFP に関するデータを自動的に抜き出すテキ

ストマイニングの方法を開発している。CFP の計算で

は、収集した商品データを用いて、該当商品種の CFP

の最大値、最小値、平均値を計算する。収集した商品

データから商品種の CFP を計算する時、その商品種を

構成する個々商品の原材料にばらつきがあるため、商

品種の CFP 計算結果はばらついた推測値になる。この

ような本手法の特徴は、ウェブに公開されているデー

タを使って CFP の分布範囲を推定し、商品の CFP の

基準を示す点にある。

3. データの収集

 本手法ではウェブからデータを収集する時、一般の

ウェブサイトから商品の原材料のデータを収集し、オ

ープンデータベースから原材料産地データと生産デー

タを収集する。

原材料データを収集するため、本研究では、原材料

データが記録されるウェブサイトを検索するウェブク

ローラーと商品に関するテキストデータを抽出するテ
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キストマイニング用の再帰自己符号化器を開発してい

る。このウェブクローラーでは、計算する商品の商品

名を含むウェブサイトを自動的に検索し、商品の原材

料に関係するテキストを収集する。本研究の再帰自己

符号化器は、テキストデータから単語を抽出し、その

抽出した単語が商品に関するデータである確率を計算

する。本手法で、収集する原材料データは、原材料名、

原材料の出現頻度比、原材料と商品の重量比の最大値、

最小値、平均値である。原材料の出現頻度比とは、そ

の商品が現れるウェブページの数と、そのウェブペー

ジの中で、その原材料が現れるウェブページの数の比

である。

本手法でオープンデータベースから収集される原材

料産地データは、その原材料の日本国内で産地名、産

量と海外の輸入先、輸入量である。収集する先は農林

水産省と経済産業省が公開しているオープンデータベ

ース
3)
である。本研究では 6962 品の原材料の産地デー

タを収集した。

 本手法で収集された生産データは、各生産メーカー

が公開している工場のCO2排出量と工場所在地である。

4. CFPの計算

本手法でウェブから収集したデータには、以下の性

質がある。

(1) 商品の原材料データにばらつきがある。本手法で

は、原材料データを複数のウェブサイトから収集

するため、同じ商品種でも個々の商品の重量、原

材料の種類、その原材料が商品に占める重量比が

異なる。

(2) 原材料の真の産地情報は不明である。

この二つの性質のため、本手法では次に述べるように

CFP を推定する。

原材料データにばらつきがあるため、本手法では、

各原材料の出現頻度比を考え、原材料 CFP の最大値、

最小値、平均値を計算する。また、個々の商品によっ

て重量が変わるため、本手法では、商品の重量を

100g に固定する。

原材料 A の原材料 CFP の最大値CFP、最小値	CFP、平均値	CFPはそれぞれ(1),(2),(3)式で計算

式する。 ,	,	は原材料と商品の重量比の

最大値、最小値、平均値である。は原材料の出現頻

度比である。原材料 CFP の最小値を計算する(2) 式で

は原材料の出現頻度が 50%以上の原材料を使う。CO2

原単位は味の素グループ版「食品関連材料 CO2 排

出係数データベース」に基づいた数値である。

CFP =  ∗  ∗  ∗  	 (1) 

CFP =  ∗  ∗  ∗   (2) CFP =  ∗  ∗  ∗          (3) 

表１カップヌードル CFP 計算結果

CFP 種類 最大 CFP 

(g-CO2/ 

100g) 

最小 CFP 

(g-CO2/ 

100g) 

平均 CFP 

(g-CO2/ 

100g) 

原材料 CFP 172.4 58.2 108.8 

輸送 CFP 17.4 5.4 14.2 

生産 CFP 32.2 32.2 32.2 

総 CFP 222.0 95.8 155.2 

原材料 A の輸送 CFP の最大値CFP、最小値CFP、平均値CFP はそれぞれ(4),(5),(6)式で計算

する。本手法では、原材料 A を各産地からメーカーの

工場までの最長輸送距離、最短距離を用

いて、輸送 CFP の最大値、最小値を計算する。 (6)式

の平均輸送距離は、各産地 k の原材料 A の産量 Mk

と日本国内総消費量 Mall の比で重み付けした輸送距離の重み付け平均値である。なお、日本国内総消費量

は国内産量と海外輸入量の和である。輸送原単位で
は、国内輸送はトラックの輸送原単位 0.272 kg- CO2

/(ton km)を使用し、海外輸送は船の輸送原単位 0.0089 

kg- CO2 /(ton km)を使用している。CFP =  ∗  ∗  ∗  ∗      (4) CFP =  ∗  ∗  ∗  ∗      (5) 

CFP =  ∗  ∗  ∗  ∗  = ∑  ∗       (6) 

5. 計算結果と考察

本研究で提案した方法を用いて、21 個のウェブサイ

トから日清食品のカップヌードルのデータを収集し、

CFP を計算した。現在、日清食品のカップヌードルには

34 種が販売されている。また、本研究のテキストマイニ

ングの開発を十分に完成されていないため、本報告では、

商品のデータの一部は著者らが手動で収集した。計算結

果を表１に示す。

本報告では、テキストマイニングにより、大量な商

品データを収集し、商品の CFP の範囲を計算できる可

能性を示した。しかし、本手法を使った計算する過程

には、再帰自己符号化器の認識率が足りない、収集し

た CFP の計算に関するデータの量が少ない等の課題

がまだあるため、改良を重ねていく。
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